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市民学術講演会を開催しました
　核融合科学研究所は、7 月 11 日にセラミックパーク MINO 国際会議場（岐阜県多治見市）にお
いて、「MRJ の挑戦・LHD が拓く新たな世界」をテーマとした市民学術講演会を開催し、多治見市、
土岐市、瑞浪市を中心に約 250 名の方にご参加いただきました。
　前半は、小祝 弘道 三菱航空機株式会社技術顧問が、「MRJ の挑戦 -MRJ に結実した先進技術と
複合材技術の歩み -」と題して講演されました。日本での民間旅客機の開発実績や三菱重工業の航
空機製造の歩みをわかりやすく説明するとともに、三菱航空機が独自に進める日本初のジェット旅
客機（MRJ）で使用された、様々な先進技術や構造の軽量化に貢献する複合材技術について、紹介
されました。
　後半は、竹入 康彦 核融合科学研究所長が、「LHD が拓く新たな世界」と題して、日本が独自に
開発してきたヘリオトロン型核融合プラズマ実験装置における核融合プラズマ研究の進展や、医療・産業へのプラズマ応用につい
て紹介しました。

市民説明会を開催しました
　核融合科学研究所は、土岐市（6 月 22 日～ 7 月 2 日）、多治見市（7 月 16 日～ 7 月 29 日）
および瑞浪市（7 月 30 日）において、「核融合研究の進展と核融合科学研究所の重水素実験計画」
について、市民説明会を開催しました。 
　説明会には、土岐市 8 会場で 168 名、多治見市 14 会場で 132 名、瑞浪市 1 会場で 33 名の方
にご参加をいただきました。説明会では、資源エネルギー問題と核融合エネルギーの特長、大型ヘ
リカル装置（LHD）における研究の進展状況、研究所が計画している重水素実験の必要性とその安
全性について、研究所から説明を行いました。また、重水素実験開始に向けて、災害時に岐阜県・
三市との連絡のため整備を進めている衛星電話、トリチウム除去装置、安全管理組織などについて
説明しました。並びに岐阜県・三市によって核融合科学研究所安全監視委員会が設置されたことについて報告しました。

総研大　アジア冬の学校のご案内
　2015 年 12 月 1 日（火）から 4 日（金）までの日程で総合研究大学院大学（総研大）アジア冬の学校を開催します。この総
研大アジア冬の学校は、5 専攻（機能分子科学専攻、 構造分子科学専攻、 天文科学専攻、 宇宙科学専攻、 核融合科学専攻）で行っ
ている研究・教育活動を、日本国内を含むアジア諸国の大学生、大学院生及び若手研究者の育成に広く供するべく、平成 16 年
度より毎年開催してきました。本年度は、核融合科学専攻、機能分子科学専攻、構造分子科学専攻の 3 専攻合同で「未来のエネ
ルギーへの複合的アプローチ」をテーマとし、核融合科学専攻の講義では、プラズマ物理の基礎から核融合を目指したプラズマ
実験、核融合プラズマやプラズマの複雑現象のシミュレーションまで幅広く行うことを予定しております。また、参加者の研究
に関するポスター発表や参加者と職員との交流の場としての懇親会、NIFS および分子科学研究所の実験施設の見学等の企画も予
定しています。
　核融合科学研究・プラズマ科学研究に関心のある方の参加をお待ちしております。詳細は、web サイトをご覧ください。
http://nsrp.nifs.ac.jp/aws2015/index-j.shtml

第25回国際土岐コンファレンスのお知らせ
　核融合科学研究所は、第 25 回国際土岐コンファレンス（ITC25) を岐阜県土岐市のセラトピア土岐で、2015 年 11 月 3 日（火）
から 6 日（金）まで開催します。本年は、"Creating the Future -Innovative Science of Plasma and Fusion-"（未来を拓け !-
プラズマ・核融合科学の革新 -）というテーマで、国内外の研究者が研究成果の発表や議論を行います。
　会期中、11 月 3 日（火）に開催される市民学術講演会では、公益財団法人東濃地震科学研究所の副主席主任研究員木股文昭先生に、

「火山噴火のメカニズムとその予知研究の現状 - 御嶽山におけるケーススタディー」をテーマに講演をしていただきます。市民の皆
様のご来場をお待ちしております。詳細は、web サイト（http://itc.nifs.ac.jp/index.html）をご覧ください。

小祝弘道技術顧問の講演

下石公民館（土岐市）での竹入所長
による説明会の様子
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